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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、非定型ホメオドメインの3アミノ酸ループ伸長（TALE）スーパークラスのメンバーです。TALEホメオボックスタンパク質は高度に保存された転写制御因子です。この特定のホメオドメインは、細胞レチノール結合タンパク質IIプロモーター由来の、以前に特徴付けられたレチノイドX受容体応答配列に結合します。このタンパク質は、レチノイン酸応答配列の9-シス-レチノイン酸依存性RXRα転写活性化を阻害する役割に加えて、SMAD2の活性転写コリプレッサーであり、発生過程および成体における核シグナル伝達に関与している可能性があります。この遺伝子の変異は、脳の構造異常である全前脳胞症4型と関連しています。この遺伝子座では選択的スプライシングが観察されており、異なるアイソフォームをコードする複数のスプライスバリアントが記載されています。 [提供疾患:TGIF1の欠陥は、全前脳症4型（HPE4）[MIM:142946]の原因です。全前脳症（HPE）[MIM:236100]は、発達中の前脳が右半球と左半球に正しく分離できない脳の最も一般的な構造異常です。全前脳症は遺伝的に異質であり、いくつかの異なる顔貌と表現型の多様性に関連しています。,機能:細胞性レチノール結合タンパク質IIプロモーター（CRBPII-RXRE）からのレチノイドX受容体（RXR）応答性エレメントに結合します。レチノイン酸応答性エレメントの9-シス-レチノイン酸依存性RXRアルファ転写活性化を阻害します。SMAD2の活性転写コリプレッサーです。ノードシグナル伝達経路を前脳の分岐および腹側正中構造の確立に結び付けます。 RXRアルファ活性のダウンモジュレーションによって示されるように、発達中および成体における核シグナル伝達に関与する可能性がある。,類似性:TALE/TGIFホメオボックスファミリーに属します。,類似性:1つのホメオボックスDNA結合ドメインを含みます。,サブユニット:CTBP、SMAD2、SMAD3、およびHDAC1と相互作用します。,
	研究分野
	神経科学、神経プロセス、神経シグナル伝達、エピジェネティクスと核シグナル伝達、核シグナル伝達経路、核受容体、コアクチベーター／コリプレッサー、レチノイン酸およびレチノイド、幹細胞、胚性幹細胞、細胞内、SMAD、神経幹細胞、転写、転写因子、発生生物学、胚発生、胚性幹細胞、表面分子
	画像データ
	

	KB細胞溶解液のウェスタンブロット分析、TGIFウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

